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●
一
般
会
計
補
正
予
算　
（
議
案
第
１
号
）

　

補
正
の
総
額
は
４
１
９
億
７
４
９
４
万

７
千
円（
増
額
）で
す
。主
な
内
容
は
、市
民

を
対
象
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
実
施
す
る
経
費
や
、市
民
が
立

ち
寄
る
来
店
型
の
施
設
等
を
対
象
に
、感

染
症
対
策
の
強
化
を
目
的
と
し
た
物
品
等

の
導
入
費
等
を
支
援
す
る
た
め
の
経
費
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、子
ど
も
が
利
用
す

る
市
有
施
設
の
手
洗
い
水
栓
の
非
接
触
化

等
に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
月
11
日
追
加

提
出
分
）　　
　
　
　
　

 

（
議
案
第
110
号
）

　

補
正
の
総
額
は
、４
億
２
５
３
７
万
７

千
円（
増
額
）で
す
。内
容
は
、福
岡
県
知
事

選
挙
お
よ
び
福
岡
県
議
会
議
員
補
欠
選
挙

に
係
る
経
費
の
増
額
な
ど
で
す
。

〈
全
員
賛
成
〉

●
福
岡
市
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
情

報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
議
案
第
52
号
）

　

避
難
支
援
等
関
係
者
に
よ
る
円
滑
か
つ

迅
速
な
避
難
支
援
等
の
実
施
を
支
援
し
、

も
っ
て
避
難
行
動
要
支
援
者
の
生
命
ま
た

は
身
体
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
、避

難
支
援
等
関
係
者
へ
の
名
簿
情
報
の
提
供

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
で
す
。

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一

部
改
正 　
　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
53
号
）

　

福
岡
市
早
良
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
伴
い
、同
施
設
の
使
用
料
の
額
を

定
め
る
も
の
で
す
。　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
職
員
定
数
の
改
正 　

  

（
議
案
第
54
号
）

　

児
童
生
徒
数
の
増
加
等
に
伴
う
教
職
員

の
増
員
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
、こ
ど
も
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
の
体
制
強
化
等
に
伴
う
増
員
な
ど
の

た
め
、職
員
定
数
を
現
行
の
１
万
６
９
５

７
人
か
ら
１
万
７
２
５
３
人
に
改
め
る
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
の
実

施
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
58
号
）

　

児
童
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
鑑
み
、

市
外
に
住
所
を
有
す
る
児
童
の
う
ち
福
岡

市
立
の
小
学
校
に
在
学
し
て
い
る
児
童
を
、

留
守
家
庭
子
ど
も
会
事
業
の
対
象
児
童
に

加
え
る
も
の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日

施
行
）　
　
　
　
　
　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

●
福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正 　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
72
号
）

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

保
険
料
を
減
免
す
る
こ
と
に
伴
い
減
免
の

申
請
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、政
令
の

一
部
改
正
に
伴
い
、保
険
料
の
減
額
に
係
る

基
準
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

（
議
案
第
73
号
）

　

介
護
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
を
図
る

た
め
、保
険
料
率
の
改
定
等
を
行
う
も
の

で
す
。（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
）　
　

 

〈
賛
成
多
数
〉

●
福
岡
市
衛
生
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正　
　
　
　
　
　
　

   

（
議
案
第
84
号
）

　

食
品
衛
生
法
お
よ
び
食
品
衛
生
法
施
行

令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、こ
れ
ら
の
規
定

に
基
づ
く
、飲
食
店
営
業
許
可
申
請
手
数

料
等
の
額
を
改
め
る
等
の
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。（
令
和
３
年
６
月
１
日
ほ
か
施
行
）

〈
賛
成
多
数
〉

●
市
民
体
育
館
の
施
設
の
一
部
廃
止
な
ど

（
議
案
第
97
号
）

　

市
民
体
育
館
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

に
鑑
み
、市
民
体
育
館
の
第
２
競
技
場
お

よ
び
本
館
の
廃
止
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

（
令
和
３
年
４
月
１
日
施
行
） 〈
賛
成
多
数
〉

●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
３
月
25
日
追
加

提
出
分
）　　
　
　
　
　

  

（
議
案
第
111
号
）

　

補
正
の
総
額
は
、
27
億
６
３
０
９
万
９
千

円（
増
額
）で
す
。内
容
は
、児
童
扶
養
手
当

受
給
世
帯
や
住
民
税
非
課
税
の
子
育
て
世

帯
等
に
対
し
、児
童
１
人
当
た
り
５
万
円

の
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
経
費
の
増
額

な
ど
で
す
。　
　
　
　
　
　

 

〈
全
員
賛
成
〉

令
和
２
年
度
関
係

令
和
３
年
度
関
係

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案

※

令
和
３
年
度
当
初
予
算
の
ほ
か
に
可
決
さ
れ
た

　

主
な
議
案
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

議案はこちら

　

福
岡
市
で
は
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
策
定
し
た「
福
岡
市
総
合
計
画
」に
お
い

て
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」の

好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
都
市
経
営
の
基

本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、「
人
と
環
境
と
都
市
活

力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都

市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は
１

６
０
万
人
を
超
え
、企
業
の
立
地
や
創
業
が
進

み
、市
税
収
入
は
政
令
市
で
唯
一
と
な
る
７
年

連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
す
る
な
ど
、元
気
な

ま
ち
と
し
て
国
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、世
界
中
で
猛
威
を
ふ
る
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
、我
が
国
の
国
民
生
活
や
医
療
現
場

は
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、第
３
次
産
業

が
９
割
を
占
め
る
福
岡
市
の
地
域
経
済
も
大

き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
未
曽
有
の
事
態
は
、人
々
の
価

値
観
を
変
化
さ
せ
、個
人
の
生
き
方
そ
の
も
の

が
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、集
中
か
ら
分
散
へ

の
新
し
い
社
会
の
在
り
方
が
模
索
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、日
本
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
を
顕
在
化
さ

せ
ま
し
た
。オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
、「
デ

ジ
タ
ル
庁
」の
創
設
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら

れ
る
な
ど
、ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
へ
の
変

化
の
流
れ
が
一
気
に
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、福
岡
市
は
、市
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、感
染
拡
大
防
止
と

社
会
経
済
活
動
の
両
立
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
力
に
推
し
進
め
る
と
と
も
に
、こ
う
し
た

時
代
の
変
革
期
に
あ
っ
て
こ
そ
、「
ピ
ン
チ
は

チ
ャ
ン
ス
」と
い
う
発
想
の
も
と
、「
新
し
い
生

活
様
式
」も
踏
ま
え
な
が
ら
、こ
れ
ま
で
に
な

い
発
想
や
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用

し
、社
会
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

基
礎
自
治
体
と
し
て
直
接
市
民
に
接
す
る

現
場
を
持
ち
、か
つ
都
道
府
県
並
み
の
権
限
に

加
え
、さ
ら
に
国
の
規
制
を
改
革
で
き
る
国
家

戦
略
特
区
と
い
う
武
器
を
有
す
る
福
岡
市
が
、

新
た
な
取
り
組
み
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

地
方
か
ら
日
本
を
変
え
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
、そ
れ
が
日
本
を
最
速
で

変
え
て
い
く
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
理
念
を
踏
ま
え
、未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
あ
ら
ゆ

る
人
が
そ
の
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
、地
域

経
済
が
力
強
く
発
展
す
る
よ
う
な
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、「
と
り
も
ど
せ
元

気
」を
テ
ー
マ
に
、今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
さ

ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

　

福
岡
市
を
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
飛
躍
さ
せ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
、「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｏ
Ｋ
Ａ 

Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｔ
」の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
、「
都
市
の
成

長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」の
好
循
環
を
創
り

出
し
て
い
き
ま
す
。

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ


